
高森町福祉センター建て替え（地域交流センター（仮称））基本設計案の概要について

【はじめに】

町では、建設から５１年が経過し老朽化と耐震性能不足の課題を抱えた「福祉センター」について、町民が気軽に集い利用できる『地域交流センター（仮称）』として建て替える
ための基本設計を行っています。令和６年度には、施設利用者や町民の各世代の方など１０名の方で高森町地域交流センター（仮称）建設検討委員会を組織し、地域交流センターに
はどのような機能が必要か、どのような設備があったほうがいいかなど、これまでに計５回の会議を行い検討してまいりました。今回、検討委員会の考える基本設計案がまとまりま
したので、町民の皆さんをはじめとする多くの方々にその概要をお知らせし、ご意見・ご感想・ご提言を募集します。

【基本設計のテーマ】

町唯一のホール機能や調理室機能を備えた施設として、また災害時の指定避難所施設
として乳幼児から高齢者、障がい者等様々な町民がシームレスに利用しやすくユニバー
サルデザインを取り入れた施設とするため、 「多機能型」・「つながり」・「重ね使
い」のコンセプトにより、以下の施設像を掲げ設計を進めています。
①町民の利用のしやすさ ⑤施設に求められる役割の変化に対応
②隣接する役場庁舎との親和性・連続性 できる機動性
③隣接する中央公民館との親和性・連続性 ⑥脱炭素化を目指したZEB化対応
④指定避難所としての機能性

【検討委員会の開催状況・予定】

令和６年６月 第１回検討委員会 現施設の状況、基本設計素案の協議

７月 第２回検討委員会 類似施設視察

８月 第３回検討委員会 変更設計案協議

１０月 第４回検討委員会 変更設計案協議

１１月 第５回検討委員会 基本設計案のまとめ

１１月～１２月 町民等への意見募集

令和７年１月予定 第６回検討委員会 意見募集結果の協議

３月予定 基本設計完成

【全体概略スケジュール】

令和６年度 令和７年度 令和８～９年度

【ご意見等をお寄せください】

福祉センター建て替え（地域交流センター（仮称））基本設計案に対する
    意見募集について
・実施期間：令和６年１１月２９日（金）～令和６年１２月２０日（金）

・計画案掲示場所：役場１階、中央公民館１階、福祉センター１階

高森町ホームページ

・意見提出方法：①上記の掲示場所に備え付けの用紙に記入し意見箱に投函

②右の専用フォームの二次元コードを読み取り提出

③町ホームページの専用フォームにより提出

※いただいたご意見等は今後の設計等の参考とさせていただきます。
ご意見等に対する個別の回答はいたしません。

【基本設計案の概要】

◇敷地概要 ◇施設概要
計画地：長野県下伊那郡高森町下市田２１８３－１ 規模：地上３階建 鉄骨造
敷地面積：１０，０３２．３７㎡ 延床面積：約１，５４０㎡
用途地域：第一種中高層住居専用地域

主な施設：１階 多目的室（大ホール）、まちリビング（情報発信ラボ）、
     まちキッチン（調理室）、フレキシブルルーム（食堂休憩室）、
      高森マルシェ（ミニショップ、ミニカフェ）、ユニバーサルルーム
  （コワーキングスペース）、キッズコーナー、テラス

２階 大会議室、小会議室、学習ラウンジ（自習コーナー）、テラス
３階 屋上テラス、太陽光発電
屋外 キャノピー（ひさし）

基本設計 実施設計 既存施設解体・建築工事

検討委員会内での意見等（抜粋）
・子どもからシニアまで世代関係なく気軽に集い、誰でも
使いやすい施設としてほしい。
・施設利用者の要望に応えられるよう多目的に利用できる
ようにしてほしい。
・現在福祉センターにあるこども家庭総合支援室や中間教
室について建て替え後は当施設には設置しなくなる。町
の施設等への移転について早い段階で決めてほしい。
・音響が整った大ホールにしてほしい。
・子どもが安心・安全で過ごせる場所にしてほしい。
・当該施設から役場３階会議室等への移動ルートとして、
議会閉会時には議場を通路として使用してもよい。

こども家庭総合支援室や中間教室は公民館等も含めた施設全体で設置場所を検討します。



バリアフリーに対応した
スムーズな動線にしてほしいな。

子どもといっしょに過ごしやすい
ランチスペースで親子交流ができ
ればうれしいな。

カフェや地域特産品の販
売など世代間交流ができ
るところがほしいな。

ちょっとした談笑ができる
コミュニケーションスペー
スが充実したらいいな。

放課後も自習ができる待合
せの場があったらいいな。

町民 子育て世代

子ども
高齢者

中学生
障がい者

検討委員会を通してさまざまな声を計画に反映
現在の福祉センターは、年代ごとに役場庁舎や中央公民館が建てられ、それぞれが分散した機能を連結した状態にあり、動線や機能、バリアフリーなど
さまざまな課題を抱えています。
建替え計画にあたっては、幅広い活用や災害対策などが展開しやすい柔軟性の高い施設計画が求められます。
新たな地域交流センターは「公共の場所(パブリックスペース)」を多くの住民の皆さんが共同で利用しやすいように「多機能型」に複合化される関係性
をつくることを目指します。
高森町の将来を見据えて、住民が気軽に集まり、語り合い、助け合う共有の場「タウンセンター」としてより積極的な活用がしやすい建築を提案します。

「連結型」から「多機能型」へ　高森町のコミュニケーションを複合化していく「タウンセンター」としての施設計画

福祉
センター

中央
公民館

町役場

それぞれの用途が分散化した

〈連結型〉

現状

　　センター
( タウンセンター )

地域交流

中央
公民館

町役場

さまざまな用途が複合化した

〈多機能型〉

計画

高森町の四季や風景を構成するシーン新しい地域交流センターの施設計画

高台の眺望を活かした「天竜川テラス」　イメージパース

大会議室

まちキッチン

天竜川テラス

まちリビング

学習ラウンジ

学習ラウンジ

フレキシブルルーム
まちリビング

( 情報発信ラボ )
高森マルシェ

( ミニショップ・ミニカフェ )

まちキッチン

気軽に利用しやすいフリースペースを吹抜でつなぐ　イメージパース

眺望のよい開放的な「学習ラウンジ」　イメージパース食文化を通じて地域交流を育む「まちキッチン」　イメージパース人と町の情報が集まる「まちリビング」　イメージパース

視察を通じて参考にした建築空間

岐南町役場 低層階にはキャノピー 岐南町役場 傾斜型移動客席 岐南町役場 エントランスホール 北方町役場 大開口で内と外がつながる 北方町役場 県産材を使った家具 学習ラウンジ つどいの広場 ( 休憩室 )北方町役場 北方町役場

役場と公民館をつなぐ地域交流センター
( 鳥瞰イメージパース )

高森ふるさと祭り 市田灯ろう流し大煙火大会

市田柿 天竜川と灯ろう流し

中央公民館

地域交流センター

役場庁舎

いろんな人が集まって
談笑しやすい

車寄せ、災害時の
受入れにも活用

調理室と一体的に
カフェテラスとして使える

可動間仕切壁で
一体利用ができる

中学生の送迎時の
待合せに駐車場がみえる

役場と中央公民館の
双方から利用しやすい

ふるさと祭り

賑わってるね！

イベント時に一体的に
活用できる

役場、公民館のロビー空間
として自由に利用しやすい

地域交流センターと
複合的に利用しやすい

 高森町地域交流センター ( 仮称 ) 基本設計業務 宮本・桂設計共同企業体



西日除けとなる
軒下空間

一体利用が可能

全面開放できる開口部　イメージパース 屋上には太陽光発電を設置 (50kw 程度 )　イメージパース

大会議室

まちキッチン

まちリビング

学習ラウンジ

学習ラウンジ

太陽光パネルを設置

調理室と一体的に
食堂休憩室として活用できる

中央公民館

地域交流センター

役場庁舎

中央公民館

地域交流センター

役場庁舎

地域交流センター

役場庁舎

自然光を採り入れた
明るい内部空間

キャノピーでつなぎ、車寄せ
イベント活用、災害時の受入れ、
炊出し支援などに活用

イベント時や災害時など
屋外と屋内の一体的な
活用が可能

地域に開かれた建物として
内と外をつなぐ軒下空間

役場、公民館のロビー空間として
自由に利用できる集いの場

桜を眺めながら
町民の憩いの場となる

多目的室　参考例
①移動観客席(電動・手動選択可) ②壁面収納ステージ(電動・手動選択可)

スペース効率の向上や簡単に「集まれる場所」が生まれる

用途に応じて使分けができたりまちリビングと一体利用が可能

・多用途(打合せや重要性のある話)に使用できる相談室

③可動間仕切り壁(遮音タイプ)

ユニバーサルルーム(個室)　参考例

キッズコーナー(階段下)　参考例
・階段下をキッズコーナーとして活用

ホールに移動観客席を設置することで、フレキシブルに活用できる

キッズコーナー

地域交流センター1階平面図

ユニバーサルルーム(3部屋)

１

２

３

地域交流センター1階平面図

③可動間仕切り壁

②壁面収納ステージ①移動観客席

地域交流センター1階平面図

大会議室・小会議室　参考例
①大会議室レイアウトと什器収納イメージ

②小会議室レイアウトイメージ

①大会議室

地域交流センター2階平面図

②小会議室

地域交流センター2階平面図

 高森町地域交流センター ( 仮称 ) 基本設計業務 宮本・桂設計共同企業体


